
 

   

「あいち はぐみんプラン 2015-2019」、子ども・子育て支援新制度の推進に向けた県の取組 
                      

 

１ 「あいち はぐみんプラン 2015-2019」の推進  

（１）基本的考え方 

ア 県民が結婚や出産に関する希望をかなえ、安心して子どもを生み育てることができ 

るようライフステージに応じた切れ目ない支援施策を推進する。 

   イ 子ども・子育てに関する総合計画として、様々な分野の支援を一体的に行うことに 

より、子ども・子育てに関する課題の解決を目指す。 

 

 

 

 

 

（２）重点的な取組 

   ア 一体的に策定する計画に関する新たな取組・拡充 

子育て支援の充実 ・待機児童の解消・多様な保育サービスの充実 

・放課後児童クラブ・放課後子ども教室の整備 

子どもの貧困の改善 ・学校を窓口とした福祉関連機関との連携 

虐待の予防と早期発見・早期

対応 ・妊娠期からの虐待予防対策 

    

イ 社会情勢を踏まえた新たな取組・拡充 

ワーク・ライフ・バランスの

推進 

・｢イクメン｣を応援する職場環境づくりの促進 

・地域での｢イクメン｣の養成支援 

結婚支援 ・企業等と連携した出会いの機会の提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 子ども・子育て支援新制度における主な課題 

（１）待機児童の解消 

  ア 各市町村においては、待機児童解消のため保育所等の整備を計画的に進め、保育所 

   の定員は平成２７年４月１日現在 162,988 人と過去５年間で約 13,000 人増えている 

が、待機児童の解消には至っていない。 

イ 保育所、認定こども園等の保育の場を確保していくとともに病児・病後児保育、休

日保育、延長保育など就労形態に合わせた多様な保育サービスの提供を推進していく

必要がある。 
 

【待機児童数の推移】 

※ 豊橋市・岡崎市は待機児童なし。 

※ 待機率：待機児童数÷保育所入所児童数×１００ 

※ 平成２７年１０月１日現在は、速報値 

 

（２）待機児童の解消に向けた保育士等の人材確保 

      待機児童解消のため保育の受皿の拡大が図られる中、保育を支える人材が不足して 

いることから、保育士の雇用環境や処遇を改善し、保育所等への就職促進を図っていく 

必要がある。 

   

（３）私立幼稚園等の新制度への移行 

    事業者に対する制度周知など、必要な支援を行いながら、新制度への移行を希望する 

   私立幼稚園等の円滑な移行を図っていく必要がある（教育・保育施設（幼稚園、保育所、 

認定こども園）等の移行状況は参考資料１のとおり）。 

   

 
 

時 点

県所管の待機児童数の推移 

名古屋市 豊田市 

県 計 全 国 の 状 況

0～ 
2 歳 

3 歳 
以上

計 
待機
率 

待 機 
児童数 

待機率
待 機 
児童数 

待機率

22.4.1

23.4.1

24.4.1

25.4.1

26.4.1

27.4.1

27.10.1

127 人

130 人

147 人

132 人

103 人

160 人

413 人

1 人

1 人

2 人

3 人

4 人

5 人

6 人

128 人

131 人

149 人

135 人

107 人

165 人

419 人

0.2% 

0.2% 

0.2% 

0.2% 

0.1% 

0.2% 

0.5% 

598 人 

1,275人 

1,032人 

280 人 

0 人 

0 人 

146 人 

18 人 

16 人 

26 人 

37 人 

0 人 

0 人 

164 人 

744 人

1,422 人

1,207 人

452 人

107 人

165 人

729 人

0.6%

1.1%

0.8%

0.3%

0.1％

0.2％

未公表

26,275 人

25,556人

24,825人

22,741人

21,371人

23,167 人

未公表 

1.3%

1.2%

1.1%

1.0%

0.9％

1.0%

未公表

資 料 １ 

＜一体的に策定した計画＞ 

〇 子ども・子育て支援事業支援計画 

〇 子どもの貧困対策推進計画 

〇 児童虐待防止基本計画 


